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　市内には、農村公園・都市公園など、
多様な公園があります。
　今後も、自然との調和を図りながら、
それぞれの地域の特長をさらに生かし
た整備を行い、歴史・文化が調和する
個性や多様性にも重点を置いた、魅力
あふれる空間を創出していきます。

　壱岐市の消防体制は、１本部・１署１
支署・２出張所の職員60 名と壱岐市消
防団 32分団、約 950 名の消防団員が共
に協力して消防・防災に取り組んでいます。
　今後は、防災・防犯に関して、壱岐
市の地域防災計画を基本に、市民の防
災意識の高揚、自主防災体制の確立を
図っていきます。また、地震災害・原
子力災害の予防対策などについても、
検討を行っていきます。
　交通安全の確保については、幼児・

児童・高齢者・身体に障害を持つ人な
どの交通弱者に配慮した、各種の交通
安全施設を整備していきます。

　壱岐市の水道普及率は 99.5％であり、
取水量の約 69％を地下水から取水し
ています。
　また、壱岐市のゴミ処理は、旧４町
ごとに立地・運営されていた廃棄物関
連処理施設がありましたが、平成 24
年４月より壱岐市クリーンセンターが
供用開始しています。平成 25 年度で
の処理総数は約 8,500 トンで、再資源
化等によりゴミの排出量は若干減少し
ておりますが、市民の生活・消費活動
の多様化に伴い、ゴミの排出量が増加
する可能性もあります。
　今後も、排出されたゴミの適正処理
という考えのみでなく、「できるだけ
ゴミを出さない」、「排出されたゴミは
可能な限り、リサイクルする」という
観点を重視した、資源循環型ごみ処理
システムを確立していきます。
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【自然・生活環境】
自然を生かした、
環境に優しいまちづくり
　美しい海、豊かな緑。壱岐の恵まれた自然環境は市民にとってかけ
がえのない宝です。この自然の保全・充実に努めるとともに、防災や
防犯、交通安全などへの備えが整い、安全安心に快適に暮らしていけ
るまちづくりを推進します。

●ゴミ処理量　
ゴミ排出量 １人１日

当たり排出量

焼却量 リサイクル率

●資源回収量
空缶類

150 211 78 27 1,311 22
空ビン類 ペット類 トレイ 古紙類 布類

（単位：トン）

（平成 25年度実績）

（平成 25年度実績）

8,514㌧

33.0％

802.3㌘

6,450㌧

水道・ゴミ ゴミ処理量・回収量 水道・ゴミ ダム貯水量 消防・防災 火災発生・救急出動件数（年別）

勝本ダム
治　水

多目的

灌　漑

水　道

108万トン

永田ダム 23万トン

男女岳ダム 13.3万トン

梅ノ木ダム 70万トン

当田ダム 44万トン

門野田貯水池 2万トン

大山貯水池 8万トン

西崎貯水池 10.5万トン

（平成26年） （平成26年）

平成23年
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負傷者
救　　急
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（平成 26 年３月31日現在）

水道・ゴミ 水道の現況

28,671人
給　水　人　口

給水区域内人口

28,527人
普 　 及 　 率 99.5％
年間総配水量 4,069,196㎥

（平成 26 年度）

生活環境 港湾・漁港数

重要港湾

地方港湾

第４種漁港

第３種漁港

第１種漁港

郷ノ浦港

勝本港、印通寺港、森ノ浜港

大島漁港

芦辺漁港

15漁港

港　湾

漁　港


